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ソバスプラウトに含まれるフラボノイドは抗ストレス作用をもつ

　ソバスプラウトに特徴的に含まれるフラボノイドの生体内活性作用として、ストレス負荷動物（マ
ウス）を使用して抗ストレス作用を明らかにする。

①ソバスプラウト（図１）には、種実に含まれるルチンのほかに、種実では少ない４つのフラボノ
イド化合物が豊富に含まれている（図２）。
②生体内で分泌される抗ストレスホルモン（コルチコステロン）の分泌量は、ストレス負荷マウス（
群）では、非ストレス負荷マウス（ 群）と比較して有意に増加する。これに対して、ソバスプ
ラウトから抽出したフラボノイド（以下、 と略す）（100 体重）を投与したストレス負荷
マウス（ 群）では、抗ストレスホルモン量は減少する（図３）。したがって、ソバスプラウト
にはストレス緩和作用が期待できる。

③ストレスの負荷により、肝臓ダメージの指標である血漿 （グルタミン酸オキサロ酢酸トラン
スアミナーゼ）活性は上昇する。それに対し、 の投与により、その活性上昇が抑制される。こ
のことから、 の肝臓ダメージ軽減作用が示唆される（図４）。

④ストレスの負荷により血漿、肝臓の脂質過酸化度（ ）は上昇し、生体内酸化ストレス亢進
が示される。この場合も、 を投与することにより脂質過酸化度が減少することから、 の生体
内酸化ストレスの亢進抑制作用が示唆される（図５）。

①ソバスプラウトを機能性食品素材として利用する際の参考となるが、スプラウトそのものをマウ
スに摂食させているのではない。また、ヒトでの効果は確認されていない。

②スプラウトの生育条件により、フラボノイド含量は異なる場合がある。
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          *** : p＜0.001、* : p＜0.05
          *** : p＜0.001、** : p＜0.01、
          * : p＜0.05

          *** : p＜0.001、** : p＜0.01


